
 1 

フェニトロチオン（CAS no. 122-14-5） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

フェニトロチオンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、ほ乳類及びミジンコ類の生殖への

影響並びに魚類の内分泌系への影響を示すことが示唆され、試験管内試験の報告において、アンド

ロゲン様作用及び抗アンドロゲン様作用を持つことが示唆された。 

 

(１)生態影響 

 Jolly ら(2009)によって、フェニトロチオン５、10、25、60、120、240μg/Lに 21 日間ばく露(5α-

ジヒドロテストステロン５μg/Lを同時ばく露)された成熟雌イトヨ(Gasterosteus aculeatus)への

影響が検討されている。その結果として、10μg/L以上のばく露区でスピギン濃度(体重当)の低

値が認められた。 

 Ferrando ら(1996)によって、フェニトロチオン９、11、13、16、22、33ng/L に 21 日間ばく露さ

れたオオミジンコ(Daphnia magna)への影響が検討されている。その結果として、９ng/L 以上

のばく露区で 21 日間生存率の低値、11ng/L 以上のばく露区で体長の低値、総産仔数の低値、

同腹産仔数の低値、内的自然増加率の低値、16ng/L 以上のばく露区で 7 日間生存率の低値が認

められた。 

 Sakai(2001)によって、フェニトロチオン 150ng/L に 24 時間未満齢から 21 日間ばく露されたオ

オミジンコ(Daphnia magna)への影響が検討されている。その結果として、試験期間中の生存産

仔数の低値が認められた。 

 

(２)生殖影響 

 Turner ら(2002)によって、フェニトロチオン５、10、15、20、25mg/kg/day を妊娠 12 日目から

10 日間経口投与した雌ラットへの影響が検討されている。その結果として、20mg/kg/day 以上

のばく露群で妊娠 12～21 日目母動物の増加体重の低値、20mg/kg/day のばく露群で 100 日齢雄

仔動物の副腎相対重量の高値、25mg/kg/day のばく露群で同腹生存新生仔数の低値、新生仔生

存率の低値、１日齢雄仔動物の肛門生殖突起間距離(体重補正相対値)の低値、13 日齢雄仔の乳

輪数の高値が認められた。 

 Tamura ら(2001)によって、フェニトロチオン 15、30mg/kg/day を７週齢から７日間経口投与し

た処置雄 SD ラット(４週齢で精巣摘出、フェニトロチオン経口投与と同時にテストステロン･

プロピオネート 50μg/rat/dayを皮下投与)への影響(Hershberger 試験)が検討されている。その結

果として、15mg/kg/day 以上のばく露群で体重増加量の低値、精嚢、肛門挙筋＋球海綿体筋及
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び腹側前立腺絶対及び相対重量の低値、自発運動量の低値、線条体、海馬及び前頭葉中アセチ

ルコリンエステラーゼ活性の低値、30mg/kg/day のばく露群で血液中アセチルコリンエステラ

ーゼ活性の低値、体重の低値、肝臓絶対及び相対重量の低値が認められた。 

 Struve ら(2007)によって、フェニトロチオン 20、25mg/kg/day を妊娠 12 日目から 10 日間経口

投与した雌ラットへの影響が検討されている。その結果として、20mg/kg/day 以上のばく露群

で 60～65 日齢雌仔動物の雌優位性的二形核 SDN-POA 体積の低値、25mg/kg/day のばく露群で

96～105 日齢雄仔動物の雌優位性的二形核 SDN-POA 体積の高値が認められた。 

 

(３)アンドロゲン様作用及び抗アンドロゲン様作用 

 Jolly ら(2009)によって、フェニトロチオンについて、雌イトヨ腎臓細胞におけるスピギン発現

誘導が検討されている。その結果として、フェニトロチオンは、0.000001、0.0001、0.01、１μM

の濃度において 5α-ジヒドロテストステロン 10nM によるスピギンの発現を阻害した。 

 Tamura ら(2001)によって、フェニトロチオンについて、ヒト肝がん細胞 HepG2 を用いたレポ

ーターアッセイ(プロモータ領域にヒトアンドロゲン受容体応答性配列を有するレポーター遺

伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、フェニ

トロチオンは、0.1μMの濃度においてルシフェラーゼの発現を誘導し、KB値 0.0218μMの濃度

において 5α-ジヒドロテストステロン 100nM によるルシフェラーゼの発現を阻害した。 
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（平成 22 年度第１回作用・影響評価検討部会 資料 1-2 より抜粋） 


